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私と国有林 ～学校林活動を通して～

山梨県甲府市立里垣小学校 第５学年主任 小澤 公彦氏
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モデル路線での林業専用道技術者現地検討会を開催

森林整備部 森林整備課

（撮影者：福島森林管理署 山﨑 智司）

森林総合研究所と連携したコンテナ苗普及に向けた取組

《福島県田村市早稲川国有林》



平
成
23
年
度
か
ら
林
業
専
用
道
の
設
計

及
び
施
工
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
林

業
専
用
道
の
開
設
を
更
に
加
速
化
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
東
森
林
管
理
局

に
お
い
て
、
林
業
専
用
道
の
モ
デ
ル
と
な

る
路
線
を
作
設
し
、
民
有
林
の
林
業
関
係

者
等
も
含
め
林
道
担
当
者
の
林
業
専
用
道

に
関
す
る
知
識
の
向
上
と
認
識
の
統
一
を

図
る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

○
林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線

平
成
24
年
度
、
関
東
森
林
管
理
局
に
お

い
て
、
国
有
林
が
路
網
整
備
の
先
導
的
な

役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
現
地
検
討
会

等
に
利
用
す
る
た
め
「
関
東
森
林
管
理
局

林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線
設
定
検
討
委
員

会
」
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を

設
置
し
、
路
線
の
選
定
や
規
格
・
構
造
が
、

今
後
開
設
す
る
林
業
専
用
道
の
モ
デ
ル
と

な
る
べ
き
路
線
と
な
る
よ
う
関
東
森
林
管

理
局
林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線
を
群
馬
森

林
管
理
署
管
内
の
群
馬
県
高
崎
市
倉
渕
町

岩
氷
字
岩
氷
国
有
林
に
あ
る
岩
氷
林
業
専

用
道
に
設
定
し
ま
し
た
。

第
一
回
委
員
会
（
Ｈ
24
・
９
・
３
）

現
地
の
概
要
と
し
て
、
地
形
（
地
す
べ

り
の
有
無
）
、
地
質
・
土
質
、
森
林
の
状

況
（
森
林
調
査
簿
・
伐
採
造
林
計
画
簿
）
、

法
的
規
制
、
市
場
ま
で
の
距
離
、
こ
の
地

方
で
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
作
業
シ
ス
テ

ム
等
、
当
該
箇
所
の
概
要
把
握
を
行
い
ま

し
た
。

図
面
上
で
、
９
つ
の
ル
ー
ト
案
（
図
‐

１
）
を
作
成
し
、
①
施
業
対
象
通
過
数
、

②
延
長
、
③
ヘ
ア
ピ
ン
の
数
、
④
平
均
縦

断
勾
配
、
⑤
最
急
縦
断
勾
配
、
⑥
最
小
曲

線
半
径
、
⑦
沢
の
通
過
数
、
⑧
30
度
以
上

の
通
過
延
長
等
の
検
討
を
行
い
、
基
本
ル
ー

ト
を
選
定
し
ま
し
た
。

第
二
回
委
員
会
（
Ｈ
24
・
10
・
9
）

現
地
調
査
（
基
本
ル
ー
ト
を
実
際
に
踏
査
）

を
行
い
、

①
林
況
の
確
認

②
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
の
位
置

③
土
場
の
位
置
及
び
規
模
の
確
認

④
作
業
道
の
取
付
け
位
置
の
検
討

⑤
地
す
べ
り
、
崩
壊
地
の
有
無
、
図
面

で
は
分
か
り
づ
ら
い
細
か
な
地
形
の

調
査

⑥
細
か
な
沢
（
湧
水
）
の
有
無
及
び
流

量
、
沢
を
渡
る
位
置
等
排
水
施
設
の

検
討

⑦
林
業
専
用
道
を
開
設
す
る
こ
と
に
よ

る
潰
れ
地

等
の
調
査
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

第
三
回
委
員
会
（
Ｈ
24
・
11
・
29
）

現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
、

①
最
急
縦
断
勾
配
の
決
定

②
集
材
作
業
に
必
要
な
作
業
道
作
設
の

た
め
、
新
た
に
土
場
を
計
画

③
崩
壊
地
、
沢
を
通
過
し
な
い
線
形
の

再
検
討

④
開
設
経
費
（
㍍
単
価
）
の
比
較
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

最
急
縦
断
勾
配
14
％
と
な
り
、
路
面
工

が
必
要
と
な
っ
た
箇
所
が
あ
る
が
、
土
場

が
確
保
さ
れ
、
今
後
の
森
林
施
業
を
行
い

易
い
設
計
を
行
う
な
ど
の
従
来
の
走
行
を

重
視
し
た
林
道
と
は
異
な
る
意
見
が
あ
り
、

最
終
的
な
設
計
は
図
‐
２
と
な
り
ま
し
た
。

岩
氷
林
業
専
用
道
モ
デ
ル
路
線
で
の

林
業
専
用
道
技
術
者
現
地
検
討
会
の
開
催

森
林
整
備
部

森
林
整
備
課
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図ー１ ９路線（案）の図上測設

施工後の様子（起点より６６０ｍ地点） 図ー２ 完成平面図



結
果

①
総
延
長
１
８
２
０
㍍
で
、
土
場
は
８
箇

所
、
森
林
作
業
道
の
接
続
箇
所
に
計
画

し
た
。

②
切
土
・
盛
土
に
よ
る
土
構
造
物
が
主
体

で
あ
り
、
擁
壁
等
の
規
模
の
大
き
な
構

造
物
は
な
く
、
簡
易
な
構
造
物
（
二
重

フ
ト
ン
篭
工
や
木
製
柵
工
等
）
を
採
用

し
た
。

③
本
路
線
は
、
尾
根
筋
を
通
過
す
る
ル
ー

ト
で
あ
る
か
ら
、
渓
流
や
雨
水
の
集
中

す
る
窪
地
等
を
横
断
し
な
い
の
で
、
特

筆
す
べ
き
排
水
施
設
の
計
画
は
な
く
、

木
製
路
面
排
水
工
の
み
を
25
箇
所
計
画

し
た
。

④
当
初
計
画
し
て
い
た
１
８
２
０
㍍
以
降

は
、
急
傾
斜
地
で
あ
り
、
崩
壊
地
を
通

過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
民
地

を
通
過
す
る
ル
ー
ト
を
検
討
す
る
こ
と

と
し
た
。

○
現
地
検
討
会

平
成
26
年
６
月
24
日
、
群
馬
森
林
管
理

署
管
内
の
群
馬
県
高
崎
市
倉
渕
町
岩
氷
字

岩
氷
国
有
林
に
あ
る
岩
氷
林
業
専
用
道
モ

デ
ル
路
線
に
て
開
催
し
、
検
討
会
に
は
森

林
組
合
職
員
や
県
職
員
、
市
町
村
職
員
等

19
名
、
国
有
林
職
員
43
名
の
合
計
62
名
が

参
加
す
る
と
と
も
に
、
講
師
と
し
て
株
式

会
社
森
林
環
境
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
壁
村
氏

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

冒
頭
に
、
関
東
局
森
林
整
備
部
長
よ
り

「
今
後
の
路
網
整
備
の
必
要
性
と
そ
の
た

め
の
人
材
育
成
が
重
要
で
あ
る
」
群
馬
森

林
管
理
署
長
か
ら
は
「
現
場
の
実
態
と
新

し
い
路
面
強
化
に
関
す
る
工
法
を
試
験
的

に
行
う
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
開
会
し
ま
し

た
。岩

氷
林
業
専
用
道
は
、
昨
年
度
に
メ
ー

ト
ル
当
た
り
単
価
約
１
万
２
千
円
で
、
７

０
０
㍍
開
設
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
以
降

も
順
次
延
長
し
て
い
く
計
画
で
、
最
終
的

に
は
民
有
林
林
道
と
接
続
し
、
そ
の
有
利

性
を
発
揮
で
き
る
路
線
で
す
。

本
路
線
は
、
基
本
的
に
は
尾
根
沿
い
の

路
線
で
は
あ
り
ま
す
が
、
途
中
、
急
傾
斜

地
の
た
め
、
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
を
計
画
す

る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
際
、
土
工
量
を
最

小
限
に
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま

す
。
壁
村
講
師
か
ら
は
、
事
前
踏
査
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
、
こ
こ
で
も
踏
査
を
通

じ
て
地
形
の
特
性
を
活
か
し
た
道
づ
く
り

が
で
き
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
も
交
わ
さ
れ
、

・
路
肩
が
洗
掘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
側
溝

が
、
必
要
で
は
な
い
か
？

・
の
り
面
の
洗
掘
が
起
こ
っ
て
い
る
が
、

整
形
を
行
っ
て
い
る
の
か
？

・
今
の
ま
ま
で
は
維
持
管
理
に
多
額
の

予
算
が
必
要
だ

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

壁
村
講
師
か
ら
は
、
「
設
計
時
は
完
璧

で
は
な
い
た
め
、
技
術
者
と
し
て
施
工
時

に
、
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
し
、
完

成
後
も
維
持
修
繕
を
行
う
こ
と
で
、
良
い

道
が
で
き
て
い
く
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

検
討
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
、

「
今
回
の
現
地
で
の
検
討
会
は
有
意
義
で

あ
っ
た
が
、
各
県
単
位
で
検
討
会
を
行
っ

た
方
が
一
層
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
行
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
」
「
土
木
の
関
係
者
に

加
え
て
、
林
業
関
係
者
も
参
加
す
る
こ
と

で
、
検
討
会
の
質
も
上
が
り
、
よ
り
良
い

林
業
専
用
道
の
開
設
に
繋
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
」
等
の
意
見
も
あ
り
、
今
後

開
催
し
て
い
く
検
討
会
に
活
か
し
、
路
網

整
備
の
推
進
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

（３）平成２６年７月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１２４号

現地検討会の様子

○路肩の洗掘のため車道幅

員が狭くなっている。木製

路面排水工の突っ込みをす

ることで対処。必要に応じ

て、側溝施工する。

○黒ぼく土や軽石は、地盤

が軟弱化することや建設機

械の作業能率が低下するこ

とがあるので、盛土時には

路盤工が必要な場合がある。

○土質によっては、のり面

崩壊もあるため、のり面勾

配を緩くしたり、のり面保

護工（緑化）も必要に応じ

○木製路面排水工箇所の盛

土の洗掘を防ぐため植生土

のうがあるが、延長が足り

ないため下部で洗掘が起こっ

ている。施工時に対応が必

要。



第
24
回
関
東
森
林
管
理
局
国
有
林
野
管

理
審
議
会
を
6
月
24
日
（
火
）
に
局
大
会

議
室
で
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
議
事
に
先

立
ち
、
会
長
に
高
崎
商
科
大
学
学
長
渕
上

勇
次
郎
氏
が
、
会
長
代
理
に
高
崎
経
済
大

学
教
授
西
野
寿
章
氏
が
選
出
・
指
名
さ
れ
、

国
有
林
野
の
売
払
い
2
件
の
案
件
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
「
議
案
書
の
方
針
の
と
お
り

処
理
す
る
こ
と
に
異
議
な
し
」
と
の
答
申

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
審
議
会
に
審
議
さ
れ
た
案

件
の
そ
の
後
の
処
理
状
況
に
つ
い
て
、
事

務
局
よ
り
、
適
正
に
処
理
が
な
さ
れ
た
旨

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
計
画
保
全
部
長
よ
り
、
関
東

森
林
管
理
局
の
国
有
林
や
業
務
の
概
要
に

つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら

は
、
山
村
振
興
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用

推
進
に
つ
い
て
国
有
林
が
果
た
す
べ
き
役

割
に
期
待
す
る
等
、
多
く
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
局
長
か
ら
、
国
有
林
野
事
業
と

し
て
は
、
民
有
林
林
業
の
発
展
に
も
貢
献

し
、
そ
れ
ら
を
通
じ
て
地
域
の
振
興
に
寄

与
し
て
い
き
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
る

な
ど
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

諮
問
議
案
は
次
の
と
お
り
。

【
第
一
号
議
案
】

福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字
蓬
田
新
田

字
蓬
田
岳
外
10
国
有
林
２
５
万
７
７
６

平
方
㍍
を
福
島
県
平
田
村
に
森
林
公
園

用
地
と
し
て
随
意
契
約
に
て
売
り
払
う

も
の
。

【
第
二
号
議
案
】

茨
城
県
笠
間
市
平
町
字
北
山
１
４
１
６

‐
７
７

３
万
５
１
９
９
平
方
㍍
を
茨

城
県
笠
間
市
に
市
道
用
地
と
し
て
随
意

契
約
に
て
売
り
払
う
も
の
。

平
成
26
年
度
関
東
森
林
管
理
局
職
員
永

年
勤
続
表
彰
伝
達
式
が
、
平
成
26
年
6
月

25
日
（
水
）
局
長
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
表
彰
は
、
農
林
水
産
省
に
永
年

勤
続
し
農
林
水
産
行
政
に
貢
献
の
あ
っ
た

職
員
の
功
労
を
称
え
る
も
の
で
、
永
年
勤

続
（
30
年
）
23
名
、
同
（
20
年
）
24
名
の

合
わ
せ
て
47
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
は
、
永
年
勤
続
表
彰
（
30
年
）

表
彰
者
の
う
ち
6
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

須
藤
局
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
が
手
渡
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沼
田
林

野
庁
長
官
か
ら
の
お
祝
い
の
言
葉
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
後
、
受
賞
者
の
皆
様
は
決
意
も
新

た
に
家
族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に

今

後

の

更

な

る

活

躍

を

誓

い

ま

し
た
。
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第

24

回

国

有

林

野

管

理

審
議
会
を
開
催

保
全
課

今
月
の
表
紙

「
森
林
総
合
研
究
所
と
連
携

し
た
コ
ン
テ
ナ
苗
普
及
に
向

け
た
取
組
」

写
真
の
場
所
は
、
福
島
県
田
村
市
の
早

稲
川
国
有
林
で
、
今
年
度
実
施
し
た
コ
ン

テ
ナ
苗
の
植
栽
状
況
で
す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
は
植
付
作
業
の
能
率
が
良

く
初
期
成
長
が
早
い
こ
と
か
ら
、
低
コ
ス

ト
造
林
の
一
環
と
し
て
期
待
さ
れ
る
て
い

ま
す
。

今
後
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
用
い
た
低
コ
ス

ト
造
林
関
連
の
知
識
や
技
術
の
普
及
・
定

着
を
目
指
し
て
、
国
有
林
で
率
先
し
て
取

り
組
み
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
メ
リ
ッ
ト
等
に

つ
い
て
情
報
発
信
し
て
い
く
た
め
、
森
林

総
合
研
究
所
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
し
て
ま
す
。

平

成

26

年

度

職

員

永

年

勤
続
表
彰
伝
達
式

総
務
課

表彰伝達式に参加され

た受賞者と記念撮影



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で

は
、
森
林
と
ふ
れ
あ
い
た
い
と
い
う
都
民

の
要
請
に
応
え
る
た
め
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
今
年
度
春
期

に
実
施
し
た
活
動
の
中
か
ら
い
く
つ
か
ご

紹
介
し
ま
す
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

今
年
度
第
一
回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ
を
、

一
般
公
募
し
た
カ
レ
ッ
ジ
生
29
名
の
参
加

を
得
て
5
月
24
日
に
実
施
し
ま
し
た
。
講

師
に
一
般
社
団
法
人
森
林
・
自
然
環
境
技

術
者
教
育
会
会
長
の
桜
井
尚
武
先
生
を
招

い
て
「
森
林
の
見
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
座
学
と
実
習
に

分
け
て
の
講
義
で
、
座
学
で
は
生
物
多
様

性
や
里
山
の
話
か
ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
ド

イ
ツ
の
事
例
ま
で
、
幅
広
く
丁
寧
に
解
説

し
て
頂
き
ま
し
た
。
実
習
で
は
、
高
尾
山

を
登
り
な
が
ら
樹
木
の
特
徴
や
森
林
土
壌

の
構
造
、
人
工
林
の
育
て
方
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
て
頂
き
ま
し
た
。
カ
レ
ッ
ジ
生

か
ら
は
「
先
生
の
思
い
が
良
く
伝
わ
る
講

義
だ
っ
た
」
「
中
身
の
濃
い
興
味
深
い
内

容
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
評
価
を
頂
き
ま
し

た
。
な
お
、
森
林
カ
レ
ッ
ジ
は
年
間
５
回

開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
依
頼
イ
ベ
ン
ト
】

教
育
機
関
か
ら
の
森
林
教
室
の
依
頼

は
そ
の
都
度
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
春

期
は
4
月
28
日
に
中
央
区
立
佃
島
小
学
校

5
年
生
１
０
４
名
、
5
月
21
日
か
ら
23
日

に
か
け
て
横
浜
市
立
谷
本
小
学
校
６
年
生

78
名
、
5
月
30
日
に
八
王
子
市
立
由
木
中

央
小
学
校
５
年
生
１
０
５
名
の
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。

佃
島
小
学
校
と
由
木
中
央
小
学
校
は
、

表
高
尾
の
大
平
地
区
に
あ
る
森
林
ふ
れ
あ

い
館
を
利
用
し
て
、
森
林
や
林
業
に
つ
い

て
の
講
義
や
木
工
品
づ
く
り
、
丸
太
切
り

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。
谷
本
小
学
校
は
、

炭
焼
き
体
験
を
主
体
に
森
林
散
策
や
丸
太

切
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
始
め
る
前
に

は
森
林
の
中
に
入
る
の
を
怖
が
っ
て
い
た

子
も
い
ま
し
た
が
、
森
林
散
策
後
は
み
ん

な
「
楽
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

こ
う
し
た
学
校
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

参
加
人
数
が
多
い
た
め
、
フ
ォ
レ
ス
ト
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も
得
な
が
ら
対

応
し
て
い
ま
す
。
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
に
は
、
子
供
達
の
安

全
を
見
守
る
だ
け
で
な
く
、
植
物
の
解
説

な
ど
も
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

【
協
定
イ
ベ
ン
ト
】

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
関
東
森
林

管
理
局
長
と
協
定
を
締
結
し
て
森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
事
業
を
行
う
も
の
で
、
今
年
度

は
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
東
京
会
、
森

と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
、DAIGO

エ
コ
ロ
ジ
ー

村
の
３
団
体
と
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
イ
ベ
ン

ト
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

森林カレッジ《実習の様子》

森林カレッジ《講義の様子》

小学生を対象とした森林教室の様子

小学生の炭焼き体験の様子

（５）平成２６年７月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１２４号



本
校
は
５
年
生
が
「
学
校
林
活
動
」
に

取
り
組
む
。

《
第
一
回

学
校
林
散
策
》

初
め
て
の
学
校
林
活
動
。
期
待
に
胸
を

ふ
く
ら
ま
せ
、
ス
タ
ー
ト
し
た
。
年
間
を

通
し
て
お
世
話
に
な
る
森
林
管
理
事
務
所

や
中
北
林
務
事
務
所
、
市
役
所
の
方
々
に

お
話
を
聞
き
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
散

策
を
し
た
。
森
林
の
働
き
が
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
や
山
野
の
草
木
に
つ
い
て
知
る
機

会
と
な
っ
た
。

《
第
二
回

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
》

講
師
の
先
生
か
ら
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
と
い
う
森
の
中
で
の
ゲ
ー
ム
を
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
。
目
か
く
し
を
し
て
森
の

中
を
歩
い
た
り
、
ツ
リ
ー
ボ
ー
ト
に
寝
こ

ろ
ん
で
森
の
静
け
さ
を
感
じ
た
り
、
指
定

さ
れ
た
色
に
少
し
で
も
近
い
色
の
葉
を
探

し
た
り
、
ど
れ
も
普
段
は
で
き
な
い
よ
う

な
内
容
だ
っ
た
。
中
で
も
木
登
り
は
、
下

か
ら
見
る
の
と
上
に
登
る
の
で
は
、
風
の

感
じ
方
も
景
色
の
見
え
方
も
違
い
、
子
ど

も
達
に
大
好
評
だ
っ
た
。

《
第
三
回

伐
採
体
験
》

人
の
生
活
の
た
め
に
植
林
を
し
た
森
は
、

間
伐
や
枝
打
ち
、
下
草
刈
り
等
、
そ
の
後

も
人
が
手
を
か
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
を
教
わ
っ
た
。
目
の
前
で
木
の

倒
れ
る
瞬
間
を
見
た
時
の
迫
力
と
感
動
は
、

子
ど
も
達
の
心
に
、
そ
の
日
の
経
験
を
強

烈
に
印
象
づ
け
て
く
れ
た
。

《
第
四
回

押
し
葉
標
本
作
り
》

林
道
の
傍
ら
に
あ
る
木
々
の
名
前
や
特

徴
、
生
活
の
中
で
の
利
用
の
仕
方
を
教
わ
っ

た
。
子
ど
も
達
は
こ
れ
ま
で
気
に
も
と
め

て
い
な
か
っ
た
草
花
が
、
急
に
身
近
な
物

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
だ
。

自
分
の
気
に
入
っ
た
野
草
を
一
つ
だ
け
選

び
、
押
し
葉
標
本
に
し
た
。

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
る
本
校
で
も
、
子

ど
も
達
の
自
然
体
験
は
少
な
い
。
周
辺
の

環
境
が
整
備
さ
れ
、
遊
び
も
変
容
し
て
き

た
今
で
は
そ
れ
も
当
然
の
こ
と
と
言
え
る
。

し
か
し
、
学
校
林
を
体
験
し
た
子
ど
も
達

は
、
野
山
を
駆
け
巡
る
楽
し
さ
や
体
を
動

か
し
た
あ
と
の
清
々
し
さ
を
感
じ
た
よ
う

で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
体
験
が
あ
っ
て

こ
そ
、
自
然
に
向
き
合
う
心
が
養
わ
れ
、

身
近
な
こ
と
と
し
て
捉
え
、
実
感
を
伴
っ

て
自
然
を
大
切
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
達
に
と
っ
て
学

校
林
活
動
は
、
体
験
の
場
を
与
え
て
く
れ

る
だ
け
で
な
く
、
自
然
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
、
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
る
幸
せ
の
時
間
だ
っ
た
と
思
う
。

平成２６年７月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１２４号（６）

～

学

校

林

活

動

を

通

し

て

～

山
梨
県
甲
府
市
立
里
垣
小
学
校

第
５
学
年
主
任

小
澤

公
彦

第1回 学校林散策

第2回 ネイチャーゲーム

第３回 伐採体験

第４回 押し葉標本作り



私
の
勤
務
す
る
四
万
森
林
事
務
所
は

群
馬
県
北
西
部
の
中
之
条
町
か
ら
高
山

村
に
か
け
て
、
約
８
７
０
０
㌶
の
国
有

林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
管
内
に
は
昭

和
29
年
に
国
民
保
養
温
泉
地
の
第
一
号

に
指
定
さ
れ
た
四
万
温
泉
が
あ
り
、
国

有
林
の
大
部
分
は
こ
の
温
泉
地
を
取
り

囲
む
よ
う
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

ブ
ナ
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
モ
ミ
を
始
め
と

す
る
天
然
生
林
が
面
積
の
約
７
割
を
占

め
る
管
内
の
山
は
、
季
節
毎
の
移
り
変

わ
り
や
豊
か
な
野
生
動
物
が
魅
力
で
す
。

春
は
ヤ
ナ
ギ
や
サ
ク
ラ
、
ホ
オ
ノ
キ
、

ト
チ
ノ
キ
と
次
々
に
開
花
す
る
樹
木
の

花
々
と
新
緑
、
秋
は
紅
葉
が
見
事
で
、

時
季
に
は
多
く
の
観
光
客
の
方
々
が
訪

れ
ま
す
。
山
を
歩
け
ば
カ
モ
シ
カ
や
リ

ス
に
出
会
い
、
秋
に
な
る
と
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
が
樹
上
で
ド
ン
グ
リ
を
食
べ
た
後

に
で
き
る
「
ク
マ
棚
」
を
見
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

国
有
林
内
で
も
散
策
コ
ー
ス
や
遊
歩

道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

動
物
の
多
さ
ゆ
え
に
、
一
部
で
ヤ
マ
ビ

ル
の
発
生
も
み
ら
れ
、
地
域
と
協
力
し

て
落
ち
葉
除
去
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

国
有
林
と
地
域
と
の
関
係
は
昔
か
ら

密
接
で
、
新
潟
県
と
の
県
境
に
そ
び
え

る
名
峰
、
稲
包
山
の
頂
上
直
下
に
は

「
木
の
根
宿
街
道
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、

中
世
の
時
代
に
は
山
中
に
宿
場
も
あ
り
、

三
国
峠
と
並
ぶ
交
通
網
と
し
て
利
用
さ

れ
た
と
の
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
赤
坂
地
区
の
山
中
に
残
る
「
東
谷
風

穴
」
は
明
治
末
期
か
ら
昭
和
前
半
に
か

け
て
蚕
種
の
冷
温
貯
蔵
施
設
と
し
て
利

用
さ
れ
、
地
域
の
養
蚕
業
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
た
も
の
で
す
。

管
内
の
木
材
の
生
産
は
大
正
か
ら
昭

和
前
半
を
中
心
に
、
主
に
広
葉
樹
を
対

象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
中
に
は
、
当

時
利
用
さ
れ
た
ト
ロ
ッ
コ
道
の
痕
跡
で

あ
る
石
積
み
や
レ
ー
ル
の
一
部
が
、
現

在
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
地
域
の
歴
史
を
伝
え
る
観

光
資
源
と
し
て
注
目
さ
れ
つ
つ
あ
り
、

そ
の
歴
史
発
掘
に
あ
た
っ
て
、
国
有
林

が
所
有
す
る
記
録
や
情
報
を
ど
の
よ
う

に
活
用
で
き
る
か
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
現
在
の
管
内
で
は
面
積
の
約

３
割
に
あ
た
る
約
２
８
０
０
㌶
で
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
を
始
め
と
す
る
人
工
林
が
生
育

し
て
い
ま
す
。
森
林
経
営
の
低
コ
ス
ト

化
を
図
る
た
め
、
い
か
に
所
有
者
の
異

な
る
区
域
を
集
約
的
に
施
業
す
る
か
が

地
域
共
通
の
課
題
で
、
昨
年
度
は
四
万

駒
岩
地
区
に
お
い
て
森
林
整
備
推
進
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

民
有
林
側
に
約
80
名
と
い
う
多
く
の

所
有
者
の
方
が
関
わ
る
事
例
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。
搬
出
路
の
共
同
利

用
に
と
ど
ま
ら
ず
さ
ら
に
ど
の
よ
う
な

協
力
が
可
能
な
の
か
、
現
在
、
吾
妻
森

林
組
合
と
と
も
に
、
模
索
し
な
が
ら
実

行
中
で
す
。

ま
た
、
管
内
の
人
工
林
は
、
広
葉
樹

林
と
隣
接
す
る
場
所
が
非
常
に
多
い
こ

と
が
特
徴
で
、
広
葉
樹
と
植
栽
木
と
の

競
合
、
ク
マ
な
ど
に
よ
る
獣
害
の
発
生

な
ど
の
悩
み
も
あ
り
ま
す
。

自
然
豊
か
な
地
域
で
林
業
を
行
う
と

は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
針
葉
樹
の

人
工
林
施
業
に
限
ら
ず
、
こ
の
山
を
最

大
限
活
用
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
、
山
を
歩
い
て
は
観
察
し
、
悩
み
、

勉
強
す
る
日
々
で
す
。

（７）平成２６年７月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１２４号

早春の奥四万湖と稲包山（左奥）

カモシカとツキノワグマの採餌跡（クマ棚）

山中に残るトロッコ道のレール

高山村から登る子持山



当署には、温泉やこけしで有名な土湯

地区に｢きぼっこの森｣（標高６８０～８

４０㍍、面積３１㌶）があります。 ｢道

の駅つちゆ ｣に隣接していることもあり

多くの方々に利用されています。

「きぼっこ」とは、この地方のこけし

の方言で、アカマツ林の中にこけしの材

料となるミズキ、ウリハダカエデ等が生

育しており、この森を整備した時に地元、

土湯の小学生に「きぼっこの森」と名付

けていただきました。木道による散策路

（３．７㌔）や東屋２棟の他、案内板や

樹名板も整備されています。「きぼっこ

の森」では草本１３０種、樹木９０種以

上が確認されており、春にはヤマツツジ、

ヤマボウシ、クリンソウ、ミズバショウ

などの花々が、夏には深緑、秋には紅葉、

冬には小動物の雪跡などが見られ四季折々

に多くの方々が訪れ楽しんでいます。

５月下旬には、福島市民オーケストラ

の金管楽器奏者の方々による「土湯の森

音楽祭」が行われ、多くの方々に森の中

で奏でられる音楽を楽しんでいただきま

した。また、この夏休み（８月中旬）に

は、ここに隣接したエリアで樹木の名前

を当てる親子樹木博士プログラムを実施

する予定です。

温泉とこけしと森林浴が楽しめる、こ

こ「きぼっこの森」を是非一度訪れてみ

て下さい。

平成２６年７月３０日 関 東 森 林 管 理 局 第１２４号（８）

■ 福島森林管理署 http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/hukusima/index.html
〒960-8055 福島県福島市野田町7-10-4

ＴＥＬ:024-535-0121（代表） FAX:024-535-6514
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福島森林管理署 業務グループ 森林整備官（経営・森林ふれあい）江口 隆祥

木道が整備されている散策路

満開のヤマツツジの中で音楽祭


